
戦
後
文
学
と
佐
々
木
基
一

序
、
一
つ
の
宣
言

佐
々
木
基
一
の
文
学
・
思
想
の
軌
跡
を
傭
撤
し
て
、
ま
ず
第
一
に
気
づ
く
こ

と
は
、
戦
後
文
学
に
対
し
て
、
彼
が
、
マ
ッ
チ
ポ
ソ
プ
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
作
る
側
と
壊
す
側
の
両
方
に
立
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
戦
後
文
学
の
消
長
、
更
に
は
、
佐
々

木
韮
一
と
い
う
優
れ
た
文
学
者
、
文
学
評
論
家
の
資
質
と
動
向
を
見
事
に
象
徴

し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
様
相
と
意
味
に
つ
い
て
小
考
を
試
み

た
い
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
趣
意
で
あ
る
。

次
に
引
く
例
は
、
佐
々
木
基
一
の
発
表
し
た
有
名
な
評
論
「
『
戦
後
文
学
』

は
幻
影
だ
っ
た
」
　
（
昭
3
7
・
8
）
　
の
一
節
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
衝

撃
的
な
戦
後
文
学
終
了
宣
言
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
戦
後
文
学
を
先
導
し
て

い
た
一
人
で
あ
る
佐
々
木
基
一
の
、
こ
の
宣
言
は
、
言
わ
は
、
内
部
破
壊
的
な

色
彩
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
人
々
を
屋
根
に
あ
が
ら
せ
梯
子
を
取
り
外
し

棋

　

林

　

況

　

　

二

た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
当
代
、
様
々
な
る
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
つ
の

思
潮
を
反
転
さ
せ
た
趣
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。
論
の
主
要
部
は
、
次
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

彼
は
、
「
安
保
反
対
闘
争
の
過
程
と
そ
の
帰
結
」
　
に
つ
い
て
、
始
め
、
「
国
会

正
門
前
」
　
で
、
「
警
官
隊
と
対
噂
す
る
学
生
た
ち
の
、
殺
気
を
は
ら
ん
だ
坐
り

こ
み
の
大
群
」
を
眺
め
て
、
「
ち
ょ
う
ど
隣
に
居
合
せ
た
南
博
が
、
『
互
に
長
生

き
し
て
よ
か
っ
た
な
、
こ
ん
な
光
景
を
み
る
こ
と
が
で
き
て
…
…
』
」
と
呟
く

の
を
開
き
、
「
わ
た
し
も
ま
た
、
一
瞬
、
い
ま
こ
の
瞬
間
か
ら
、
『
第
三
の
青
春
』

が
は
じ
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
錯
覚
に
見
舞
わ
れ
た
」
　
と
記
す
。
し
か
し
、

そ
の
「
郷
愁
の
も
つ
一
種
の
甘
い
悦
び
に
似
た
」
、
こ
の
よ
う
な
「
錯
覚
」
　
に

「
長
く
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」
と
も
記
す
。
「
安
保
反
対
闘
争
に

た
ち
上
っ
た
、
一
般
市
民
、
学
生
、
教
授
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ソ
チ
リ
ゲ
ソ
チ
ャ
、

労
働
者
の
連
帯
運
動
が
、
も
し
も
、
本
来
、
十
五
年
ま
え
の
八
・
一
五
に
お
い

て
起
る
べ
き
等
の
も
の
が
起
っ
た
の
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
五
・
一
九
か
ら
六
・

47



一
八
に
い
た
る
一
カ
月
の
闘
争
の
発
端
と
帰
結
は
、
十
五
年
に
わ
た
る
戦
後
史

に
お
け
る
民
主
主
義
の
発
端
と
帰
結
と
を
ほ
ぼ
正
確
に
象
散
し
て
い
る
と
云
え

な
い
だ
ろ
う
か
。
」
、
彼
は
、
な
す
と
こ
ろ
な
く
終
わ
っ
た
安
保
闘
争
の
「
あ
ま

り
に
も
重
苦
し
い
あ
ま
り
に
静
か
な
幕
切
れ
」
　
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
嘆
じ

て
い
る
。
「
こ
こ
に
歴
史
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
と
す

れ
ば
、
少
く
と
も
、
そ
の
と
き
、
戦
後
の
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ
チ
ャ
の
胴
に
陰
に
陽

に
宿
っ
て
い
た
戦
後
な
る
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
願
望
と
夢
、
い
わ
ば
民
主

主
義
革
命
を
へ
て
成
就
さ
れ
る
戦
後
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ

た
現
実
の
結
果
に
よ
っ
て
、
完
全
に
破
れ
去
っ
た
と
は
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
」

佐
々
木
は
、
安
保
闘
争
の
最
盛
期
、
い
よ
い
よ
本
当
の
も
の
が
始
ま
っ
た
と

い
う
熱
い
期
待
と
、
そ
の
瞬
時
の
潰
え
に
対
す
る
耐
え
が
た
い
悲
哀
と
を
か
な

り
の
熱
情
を
込
め
て
記
し
て
い
る
。
「
第
三
の
青
春
」
と
は
、
荒
正
人
の
有
名

な
評
論
「
第
二
の
青
春
」
　
（
昭
2
1
・
2
）
　
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
、
昭
和
初
年

代
の
左
翼
運
動
の
興
隆
期
を
第
一
の
青
春
と
す
る
な
ら
、
そ
の
あ
と
、
軍
国
時

代
を
経
て
、
戦
後
の
解
放
を
第
二
の
青
春
と
す
る
の
が
、
荒
の
論
で
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
、
こ
れ
は
、
い
よ
い
よ
本
当
の
青
春
が
き
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

第
二
の
青
春
、
つ
ま
り
、
八
・
一
五
の
時
、
起
こ
る
の
が
本
当
で
あ
っ
た
、
だ

が
、
そ
こ
で
何
も
起
こ
ら
ず
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
十
五
年
経
っ
た
今
回
も
、
ま

た
何
事
も
な
く
破
れ
去
っ
た
と
彼
は
嘆
い
て
い
る
。
彼
は
、
次
の
よ
う
に
そ
れ

ら
を
総
括
、
「
夢
か
ら
覚
め
た
」
と
言
う
。

「
末
だ
完
全
に
は
突
現
さ
れ
な
い
理
想
の
幻
影
と
し
て
心
に
保
た
れ
て
い
た

戦
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
の
う
ち
か
ら
ず
り
落
ち

て
行
く
の
を
わ
た
し
は
感
じ
た
が
、
こ
れ
は
、
わ
た
し
の
夢
が
破
れ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
わ
た
し
は
夢
か
ら
覚
め
た
の
で
あ
る
。
」

か
く
て
、
「
『
戦
後
文
学
』
は
幻
影
だ
っ
た
」
と
、
言
う
。
一
種
の
悲
痛
な
敗

退
軍
言
で
あ
る
。
論
中
、
彼
は
、
野
間
宏
、
堀
田
芋
衛
、
中
村
其
一
郎
ら
の
最

新
作
に
、
戦
後
的
な
理
想
の
風
化
が
見
え
、
更
に
、
平
野
誹
の
批
評
に
も
変
質

が
見
え
る
と
判
じ
、
戦
後
文
学
の
「
夢
」
　
の
琉
落
を
論
じ
て
も
い
る
。

こ
の
敗
退
宣
言
と
は
何
か
、
そ
こ
に
ど
う
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
こ

か
ら
、
小
考
を
加
え
て
い
き
た
い
。

一
、
戦
後
文
学
と
『
近
代
文
学
』
派

戦
後
文
学
が
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
雑
誌
『
近
代
文
学
』

に
関
わ
り
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
七
人
の
侍
と
い
わ
れ
る
そ
の
中
心
メ
ソ
バ
ー
た
ち

と
も
ど
も
、
佐
々
木
基
一
は
、
ど
う
戦
後
文
学
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
先
に
、

少
し
足
早
に
辿
っ
て
み
る
。

戦
中
、
日
本
の
近
代
文
学
は
、
一
種
の
壊
滅
状
況
に
あ
っ
た
。
す
べ
て
、
国

策
中
心
で
あ
り
、
個
人
、
自
我
、
夢
、
愛
、
抵
抗
、
理
想
な
ど
な
ど
の
理
念
は
、

お
し
な
べ
て
、
政
治
、
国
家
の
弾
圧
下
に
あ
っ
た
。
国
体
と
い
う
名
の
国
家
に
、

す
べ
て
は
集
中
さ
れ
、
忠
孝
に
関
わ
る
も
の
の
み
、
そ
の
存
在
が
許
さ
れ
た
。

国
家
の
た
め
に
機
能
す
る
文
学
の
み
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
、
戦
後
、
そ
れ
ら
す
べ
て
か
ら
の
解
放
、
自
由
な
る
文
学
や
思
想
が

一
気
に
花
開
い
た
。
一
種
の
文
芸
復
興
で
あ
る
。
敗
戦
の
悲
し
み
、
荒
れ
果
て

た
山
や
河
、
貧
し
さ
と
飢
え
の
中
、
し
か
し
、
多
く
の
人
々
の
中
に
は
、
自
由

と
解
放
の
喜
び
が
あ
っ
た
。

官
本
百
合
子
の
「
歌
声
よ
お
こ
れ
」
（
昭
2
0
・
1
2
）
　
を
始
め
と
す
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
系
文
学
の
再
生
、
私
小
説
、
白
樺
派
、
耽
美
派
、
新
感
覚
派
な
ど
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
既
成
文
壇
の
す
べ
て
が
、
一
気
に
世
に
現
れ
た
。
坂
口
安
吾
の
「
堕

落
論
」
（
昭
2
1
・
4
）
　
な
ど
を
含
ん
だ
新
戯
作
派
の
活
躍
も
鮮
烈
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
中
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
派
文
学
」
と
い
う
、
新
し
い
文
学
が

現
れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
、
の
ち
、
大
き
く
、
第
一
次
戦
後
派
、
第
二
次
戦
後

派
、
第
三
の
新
人
の
三
つ
の
層
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
第
一
、
第
二

の
区
別
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
大
略
、
弁
別
す
る
な
ら
次
の
よ
う
で

あ
ろ
う
か
。
戦
後
、
現
前
化
し
た
新
し
い
状
況
に
対
す
る
、
放
念
的
、
実
存
的

な
文
学
と
し
て
現
れ
た
、
野
間
宏
、
梅
崎
春
生
、
椎
名
麟
三
、
武
田
泰
淳
、
大

岡
昇
平
、
加
藤
周
一
、
中
村
真
一
郎
な
ど
が
含
ま
れ
る
第
一
次
戦
後
派
の
文
学
、

続
い
て
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
状
況
を
秀
れ
た
知
性
の
力
で
開
示
し
よ
う
と
し
た
、

安
部
公
房
、
三
島
由
紀
夫
、
島
尾
敏
雄
、
堀
田
善
衛
ら
の
文
学
。
そ
し
て
、
非

日
常
の
続
く
中
、
そ
の
確
認
と
日
常
の
再
生
を
志
し
た
第
二
万
新
人
、
阿
川
弘

之
、
吉
行
淳
之
介
、
安
岡
葦
太
郎
、
小
島
信
夫
、
庄
野
潤
三
、
そ
し
て
、
大
江

健
三
郎
、
開
高
鰹
、
遠
藤
周
作
ら
の
文
学
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
大
き
く
は
、

戦
前
に
思
想
を
作
り
戦
中
や
戦
後
に
対
し
た
人
々
、
戦
中
に
思
想
を
作
り
戦
後

と
対
し
た
人
々
、
そ
し
て
、
戦
後
の
状
況
の
中
で
自
ら
の
知
性
を
作
っ
て
い
っ

た
人
々
の
三
つ
の
世
代
に
分
け
て
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
い
っ
た
戦
後
状
況
の
中
、
言
わ
ば
、
第
一
の
世
代
に
属
し
な
が
ら
、
自

ら
の
精
神
を
強
靭
に
持
し
っ
つ
、
秀
れ
て
知
的
に
、
そ
し
て
時
に
は
、
戦
闘
的

に
戦
後
の
文
学
や
状
況
と
対
し
、
戦
後
の
文
学
を
机
導
し
て
い
っ
た
知
的
な
集

団
が
あ
っ
た
。
『
近
代
文
学
』
派
の
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
山
室
静
、
平
野

謙
、
本
多
秋
五
、
埴
谷
雄
高
、
荒
正
人
、
佐
々
木
某
二
、
小
田
切
秀
雄
の
七
人

の
同
人
、
い
わ
ゆ
る
七
人
の
侍
で
出
発
、
い
ず
れ
も
三
十
代
の
人
々
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
十
年
前
、
第
一
の
青
春
の
中
に
あ
り
、
多
く
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影

響
下
、
そ
の
思
想
を
作
り
上
げ
、
そ
の
下
に
動
き
、
そ
し
て
、
国
家
の
弾
圧
を

眼
の
あ
た
り
に
見
、
自
ら
も
深
々
と
体
験
し
た
世
代
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
戦
後

す
ぐ
に
志
を
立
て
、
雑
誌
『
近
代
文
学
』
を
発
刊
す
る
。
そ
の
基
本
姿
勢
は
次

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
十
月
三
日
、
松
戸
の
佐
々
木
韮
一
宅
に
集
っ
た
の
が
『
近
代
文
学
』
発
足

の
正
式
な
第
一
日
で
あ
っ
た
。
基
本
的
な
す
べ
て
が
そ
の
と
き
決
め
ら
れ
た
が
、

本
多
秋
瓦
の
編
机
日
誌
に
よ
る
と
、
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
、
雑
誌
の
性
格

1
　
芸
術
至
上
主
義
、
精
神
の
貴
族
主
義

2
　
歴
史
展
望
主
義

3
　
人
問
尊
重
主
義

4
　
政
治
的
党
派
か
ら
の
自
由
確
保
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5
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
的
着
色
を
払
拭
し
た
文
学
的
真
実
の
追
求

6
　
文
学
に
於
け
る
功
利
主
義
の
排
撃

7
　
時
事
的
現
象
に
捉
は
れ
ず
、
百
年
先
を
目
標
と
す

8
　
三
十
代
の
使
命

二
、
同
人
規
定

1
　
同
人
は
在
京
者
に
限
る
。
全
力
傍
注
、
一
ヶ
年
問
力
作
を
本
誌
の
み

に
発
表
す
、
従
っ
て
厳
選

2
　
編
軒
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
確
立
す
」
（
埴
谷
株
高
「
『
近
代
文
学
』
創

刊
ま
で
」
　
昭
3
0
・
1
1
『
近
代
文
学
』
百
号
）

こ
こ
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
つ
は
、
徹
底
し
た
精

神
の
自
由
と
自
立
、
人
間
尊
重
の
主
張
で
あ
る
。
「
雑
誌
の
性
格
」
　
の
1
～
7

は
、
l
見
、
ば
ら
ば
ら
の
よ
う
で
、
し
か
し
、
す
べ
て
こ
の
一
点
に
集
中
し
て

い
る
。
誇
り
高
き
知
性
の
自
立
集
団
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
第
二
の
こ
と
に
連
な
る
。
す
な
わ
ち
、
個
の
侵
害
者
に
対
し
て
の
睦
ま
じ

い
反
発
や
反
抗
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
8
　
三
十
代
の
使
命
」
と
さ
り
げ
な
く

（1）

記
さ
れ
た
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
反
発
に
お
お
よ
そ
、
三
つ
の
動
き

が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
戦
前
、
戦
中
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
国
家
主
義
へ
の
反
抗

や
国
策
文
学
の
告
発
で
あ
る
。
「
芸
術
至
上
主
義
」
、
「
人
間
尊
重
主
義
」
と
い
っ

た
言
葉
は
、
そ
の
告
発
の
た
め
の
重
要
な
拠
点
と
な
る
。
第
二
は
、
そ
の
国
家

主
義
と
全
く
対
立
す
る
側
に
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
、
そ
し
て
、
彼
ら
自
身
、

一
様
に
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
は
ず
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
路
線
へ
の
批
判
に
も
連

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
精
神
の
中
核
は
、
あ
く
ま
で
、
個
の

解
放
と
文
学
の
自
立
に
あ
り
、
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
強
圧
へ
の
批
判

や
反
発
は
、
国
家
主
義
に
対
し
て
も
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
も
同
様
に
働
い

た
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
か
つ
て
の
弾
圧
者
、
そ
し
て
、
そ
の
走
狗
で
も
あ
っ

た
文
学
者
た
ち
に
対
す
る
怨
念
の
展
開
、
彼
ら
の
告
発
や
糾
弾
で
あ
る
。
荒
、

小
田
切
、
佐
々
木
は
、
別
に
『
文
学
時
標
』
を
発
刊
、
そ
の
「
文
学
検
察
」
欄

で
、
厳
し
く
、
文
学
者
の
責
任
追
求
を
始
め
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
こ
れ
は
い
か

T
ヱ

に
も
大
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
文
学
者
の
戦
争
責
任

論
争
」
　
が
起
こ
る
。
「
三
十
代
の
使
命
」
　
の
中
に
は
、
そ
れ
も
大
き
く
入
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
精
神
の
自
立
と
弾
圧
者
へ
の
反
抗
を
も
っ
て
、
『
近
代
文
学
』
は

出
発
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
動
き
は
、
戦
後
の
文
学
者
た
ち
に
、
急
速
に

深
々
と
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
、
第
二
の
同
人
拡
大
は
、
当

時
の
文
学
者
た
ち
の
大
半
を
吸
収
し
て
い
っ
た
の
で
、
そ
の
勢
い
の
凄
ま
じ
さ

を
語
る
。
伊
藤
成
彦
氏
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
一
九
四
七
年
一
月
に
小
田
切
秀
雄
が
去
っ
て
後
、
同
年
七
月
号
か
ら
久
保

田
正
文
、
花
田
清
輝
、
平
田
次
三
郎
、
大
西
巨
人
、
野
間
宏
、
福
永
武
彦
、
加

藤
周
一
、
中
村
真
一
郎
の
八
名
が
新
に
同
人
と
し
て
加
わ
る
。
第
一
次
同
人
拡

大
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
年
六
月
末
に
は
、
第
二
次
同
人
拡
大
に
よ
っ
て
安
部
公

房
、
梅
崎
春
生
、
青
山
光
二
、
亀
島
貞
夫
、
斎
藤
正
直
、
椎
名
耕
三
、
関
根
弘
、
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島
尾
敏
雄
、
中
田
耕
治
、
高
橋
義
孝
、
高
橋
幸
雄
、
武
田
泰
淳
、
原
民
喜
、
原

通
久
、
福
田
伍
存
、
船
山
鞍
、
日
高
六
郎
の
十
七
名
を
加
え
、
四
九
年
一
月
号

か
ら
は
三
島
由
紀
夫
も
加
わ
っ
て
同
人
は
三
十
二
名
と
な
っ
た
。
」
（
『
近
代
文

学
』
復
刻
版
解
説
、
昭
5
6
・
3
　
日
本
近
代
文
学
館
）

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
逆
に
一
つ
の
傷
口
を
作
り
広
げ
て
い
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
自
由
や
自
立
を
述
べ
る
あ
ま
り
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
と
の
別
れ
を
も
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
政
治
と
文
学
」
論

争
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
荒
正
人
の
「
第
二
の
青
春
」
（
昭
2
1
・
2
）
、
「
民
衆
と

は
だ
れ
か
」
（
昭
2
1
・
4
）
　
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復
や
主
体
の
確
立
の
主
張

に
始
ま
り
、
平
野
謙
の
「
ひ
と
つ
の
反
措
定
」
（
昭
2
1
・
4
、
5
合
併
号
）
、

「
政
治
と
文
学
」
　
二
二
（
昭
2
1
・
7
、
1
0
）
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
、
対
し
て
、

中
野
重
治
に
よ
る
「
批
評
の
人
間
性
」
一
・
二
・
三
（
昭
2
1
・
7
、
2
2
・
6
、

2
2
・
3
）
な
ど
の
激
し
い
応
酬
が
続
い
た
。
政
治
の
優
位
性
を
批
判
す
る
『
近

代
文
学
』
派
と
、
そ
れ
を
民
主
主
義
運
動
阻
害
者
と
し
て
非
難
す
る
『
新
日
本

（3）

文
学
』
系
と
の
激
し
い
や
り
と
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
あ
る
意
味
で
は
き
わ

（4）

め
て
不
幸
な
争
い
で
あ
っ
た
。

長
い
弾
圧
の
時
代
の
後
、
さ
あ
我
々
の
時
代
到
来
と
思
っ
て
い
た
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
系
の
人
々
に
と
っ
て
、
ど
う
し
て
今
、
我
々
を
排
す
る
の
か
と
い
う

思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
激
し
く
厳
し
い
骨
肉
の
争
い
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
側
と
し
て
は
、
最
も
強
力
な
味
方
と
思
っ
て
い

た
人
々
の
裏
切
り
と
考
え
た
の
で
、
両
者
の
関
係
は
、
急
速
に
冷
え
て
ゆ
く
。

中
野
重
治
や
宮
本
百
合
子
た
ち
か
ら
、
冷
た
く
突
き
放
さ
れ
た
有
り
様
を
、
荒

も
、
平
野
も
佐
々
木
も
一
様
に
伝
え
て
い
る
。
一
つ
の
不
幸
な
、
し
か
し
、
い

つ
か
は
起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

二
、
佐
々
木
基
一
の
志
向

こ
う
い
っ
た
中
、
佐
々
木
韮
一
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
生
涯
を
辿
っ
て

み
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
、
い
か
に
も
佐
々
木
某
二
ら
し
い
精
神
の
軌
跡
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

彼
は
、
早
く
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
信
じ
、
そ
の
研
究
と
そ
の
思
想
の
確
立

に
か
け
た
初
期
が
あ
っ
た
。
戦
前
の
山
口
高
校
時
代
、
そ
し
て
東
大
時
代
、
つ
一

わ
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
理
論
研
究
を
行
い
、
行
動
に
参
加
し
て
い
た
。
山
口
高
　
5
1

校
時
代
、
停
学
処
分
に
な
り
、
大
学
卒
業
後
、
警
視
庁
に
検
挙
さ
れ
た
り
し
て
ー

い
る
。
そ
し
て
戦
後
、
佐
々
木
基
一
は
、
そ
の
心
を
持
っ
て
、
『
近
代
文
学
』

の
同
人
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
れ
故
、
彼
は
、
ど
こ
か
で
、
ず
っ
と
マ
ル
キ
シ

ズ
ム
を
信
じ
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
れ
故
か
、
先
に
見
た
、
「
政
治
と
文
学
」
論
争
に
於
い
て
遠
回
し
に
言
及

は
し
て
い
る
が
、
直
接
に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。
荒
正
人
や
平
野
謙
の
よ
う

に
声
高
に
政
治
優
先
へ
の
批
判
や
反
発
を
行
っ
て
い
な
い
。
彼
は
、
個
人
の
自

立
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
の
止
揚
の
道
が
あ
る
と
信
じ
、
そ
れ
を
求
め
続
け
て
い

た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
荒
や
平
野
ら
の
告
発
に
対
し
て
、
小
田
切
秀
雄

は
政
治
優
先
の
側
へ
走
り
、
同
人
を
抜
け
て
い
く
。
し
か
し
、
佐
々
木
は
動
か



な
か
っ
た
。
自
立
の
地
平
は
大
切
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮

戦
争
が
起
こ
り
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
が
激
し
く
な
る
と
、
彼
は
逆
に
共
産
党
に
入

党
し
て
い
る
。
た
だ
な
る
弾
圧
へ
の
反
発
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
翌
年
、
党

内
部
が
乱
れ
、
や
む
な
く
離
党
し
て
い
る
が
、
心
は
ず
っ
と
そ
こ
に
あ
っ
た
。

ど
こ
か
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
信
じ
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
が
彼
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
り
と
て
、
諸
般
の
状
況
よ
り
、
信
じ
続
け
る
こ
と
が
不
安
に
な
る
と
、
対

極
に
走
ら
ず
、
彼
は
他
の
行
動
領
域
や
ジ
ャ
ソ
ル
に
新
開
地
を
求
め
た
。
映
画

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
そ
し
て
芸
術
一
般
や
総
合
文
化
の
探
求
に
身
を
置
く
。
し

か
し
、
そ
こ
に
永
く
止
ま
ら
な
い
。
い
つ
か
ま
た
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
や
党
の
活

動
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
い
っ
て
い
る
。
こ
の
繰
り
返
し
が
、
年
譜
の
上
に
も
鮮

や
か
に
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
一
年
・
二
十
二
年
の
「
政
治
と

文
学
」
論
争
の
の
ち
、
二
十
三
年
、
「
夜
の
会
」
　
（
ア
バ
ソ
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
）

に
参
加
、
昭
和
二
十
五
年
日
本
共
産
党
離
党
の
の
ち
、
二
十
七
年
、
映
画
評
論

へ
。
昭
和
三
十
一
年
「
新
日
本
文
学
会
」
　
の
運
動
に
幻
滅
し
、
三
十
二
年
、

「
記
録
芸
術
の
会
」
を
結
成
。
三
十
五
年
そ
の
解
散
の
の
ち
、
三
十
七
年
、
新

日
本
文
学
会
副
議
長
と
な
る
。
昭
和
四
十
一
年
、
同
副
議
長
辞
任
、
四
十
二
年
、

「
杉
並
シ
ネ
ク
ラ
ブ
」
結
成
な
ど
な
ど
の
動
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
思
想
の

循
環
、
隆
替
の
軌
跡
と
し
て
み
る
の
も
面
白
い
。
文
学
や
芸
術
へ
走
り
つ
つ
、

し
か
し
、
必
ず
、
新
日
本
文
学
会
の
と
こ
ろ
へ
帰
ろ
う
と
も
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
ど
こ
か
に
、
文
学
と
政
治
、
芸
術
と
政
治
と
の
縫
合
の
地
点
が
あ
る
と
信

じ
、
其
を
終
生
求
め
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
論
理
の
〓
端
を
追
う
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
埴
谷
雄
高
は
、

佐
々
木
の
内
に
、
芸
術
性
と
政
治
性
が
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

「
翌
年
（
注
、
昭
和
二
十
四
年
）
　
夏
、
堀
さ
ん
の
軽
井
沢
の
別
荘
を
借
り
て

夏
を
過
し
た
佐
々
木
夫
妻
の
許
に
ま
た
私
は
数
日
滞
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
通

じ
て
も
、
佐
々
木
基
一
の
堀
辰
雄
好
き
と
東
京
に
お
け
る
左
翼
生
活
と
の
折
合

い
が
容
易
で
は
あ
る
ま
い
と
い
う
事
情
は
す
ぐ
思
い
つ
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
」

（
「
二
人
の
未
完
作
家
」
（
佐
々
木
韮
一
『
停
れ
る
時
の
合
間
に
』
平
7
・
4

河
出
書
房
新
社
）
）

埴
谷
は
、
続
け
て
、
「
い
っ
て
み
れ
ば
、
堀
辰
雄
と
中
野
歪
治
が
そ
こ
に
一

体
化
し
て
お
り
、
そ
の
二
つ
の
人
格
の
芯
が
互
い
に
親
し
い
の
は
当
然
と
し
て
一

も
、
何
ら
か
の
政
治
的
行
動
に
で
る
場
合
そ
の
二
つ
の
要
素
、
芸
術
性
と
政
治
　
5
2

性
の
全
体
が
一
致
し
得
る
か
ど
う
か
親
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
」
と
も
記
し
て
　
】

い
る
。
堀
と
中
野
の
内
在
、
そ
れ
は
佐
々
木
の
思
想
や
文
学
を
語
る
に
い
か
に

も
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
佐
々
木
の
生
の
軌
跡

の
上
に
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
彼
の
論
理
を
追
う
と
、
そ
こ
に
、
そ
の
立
場
が
絃
霞
に
現
れ
て
く

る
。
ま
さ
し
く
、
彼
は
そ
こ
で
の
止
揚
を
求
め
て
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
幾
つ
か
を
引
い
て
見
よ
う
。
例
え
は
、
第
一
評
論
集
『
個
性
復
興
』
（
昭

2
3
・
5
　
真
善
美
社
、
の
ち
、
昭
4
3
・
1
0
　
未
来
社
）
　
に
収
載
さ
れ
た
「
文
学

者
の
権
威
」
　
に
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
個
人
的
自
由
感
獲
得
の
道
は
、
私
た
ち
の
場
合
、
絶
え
ざ
る
自
己
確
認
の



道
で
あ
る
。
常
に
、
そ
れ
を
阻
ま
う
と
し
て
押
し
よ
せ
る
、
内
部
と
外
部
の
敵

に
対
す
る
闘
い
を
通
じ
て
の
、
自
己
確
立
の
道
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

私
は
思
う
、
権
威
あ
る
言
葉
は
、
一
箇
の
孤
独
な
心
か
ら
、
孤
独
に
徹
し
た
人

の
心
か
ら
の
み
生
れ
る
だ
ろ
う
と
。
」

彼
は
、
こ
の
よ
う
に
「
自
己
確
立
」
を
重
ん
ず
る
。
次
の
よ
う
に
も
続
け
る
。

「
真
の
愛
国
者
は
、
祖
国
の
呪
阻
者
に
、
真
の
民
衆
の
友
は
民
衆
の
仮
借
な

き
批
判
者
に
、
裏
の
民
主
主
義
者
は
民
主
主
義
の
単
な
る
信
奉
者
で
は
な
く
そ

の
改
革
者
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
現
在
の
わ
が
国
で
は
そ
う
い
う
必
要
が

あ
る
と
私
は
思
う
。
」

個
の
確
立
と
そ
の
主
張
を
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
す
。
彼
は
、
「
現
実
は
虚
無

で
暗
黒
だ
」
と
述
べ
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
れ
に
「
絶
望
的
な
反
抗
」
を
続
け

た
と
言
う
魯
迅
の
「
生
き
方
」
を
重
視
、
「
芸
術
家
の
価
値
は
、
そ
の
期
待
し

た
も
の
に
よ
っ
て
で
な
く
、
む
し
ろ
現
在
に
対
す
る
観
察
の
深
さ
、
反
抗
の
激

し
さ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
反
抗
は
、
永
遠
に
し
て
全
人
類
的
な
人
間

の
権
威
接
待
の
た
め
の
、
孤
独
な
苦
し
み
に
満
ち
た
闘
争
に
外
な
ら
な
い
の
だ
。
」

と
論
じ
、
「
魯
迅
は
決
し
て
民
衆
と
革
命
と
に
甘
え
な
か
っ
た
し
、
甘
や
か
さ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
民
衆
と
革
命
と
を
越
え
た
。

越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
と
革
命
に
、
全
人
類
の
名
に
値
す
る
資
格
の
何

か
を
示
し
た
。
恰
度
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
を
甘
や
か
さ
ず
、

自
ら
そ
れ
を
越
え
た
よ
う
に
。
」
と
主
張
、
次
の
語
を
添
え
、
こ
の
論
を
終
え

て
い
る
。

「
私
は
、
芸
術
の
価
値
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
置
く
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
定
義
を
も
う

一
つ
補
足
す
る
意
味
で
こ
の
こ
と
を
特
に
云
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
」

個
の
確
立
と
権
威
と
を
述
べ
つ
つ
も
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
へ
の
配
慮
も
忘
れ
な
い
。

エ
ソ
ゲ
ル
ス
重
視
が
先
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

同
書
収
載
の
「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
評
論
か
ら
も
う
一
例
引
こ
う
。

「
我
国
の
文
学
界
に
『
政
治
と
文
学
』
の
問
額
を
は
じ
め
て
提
起
し
た
の
は
、

周
知
の
如
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
理
論
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の

運
動
の
退
潮
と
共
に
、
そ
の
理
論
は
、
帝
国
主
義
的
軍
国
官
僚
の
文
芸
統
制
に

ょ
っ
て
、
恰
も
『
羽
織
を
裏
返
し
に
着
る
よ
う
に
』
受
け
継
が
れ
た
。
」

そ
の
「
志
す
方
向
の
相
異
」
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
と
「
両
者
に
共
通
の
点
」

は
、
「
専
ら
政
治
の
優
位
性
」
を
根
本
間
踵
と
し
た
こ
と
で
、
そ
こ
に
「
文
学

の
自
主
性
」
　
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
文
学
の
権
威
」
　
は
地
に
落
ち
た
と
論
じ
、
そ

れ
ら
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
提
言
す
る
。

「
文
学
の
権
威
の
抹
殺
さ
れ
た
荒
涼
た
る
政
治
季
節
、
動
乱
の
時
期
を
振
り

か
え
っ
て
見
て
、
我
々
は
い
ま
文
学
の
梧
威
の
九
八
重
さ
を
心
に
思
い
知
ら
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
政
治
的
社
会
的
な
解
放
な
く
し
て
、
人
間
の
精
神
的
解
放
は
あ

り
得
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
の
原
理
で
あ
る
。
然
し
精
神
的
解
放
を
徹
底
的
に
も

と
め
る
道
を
通
っ
て
、
人
間
の
政
治
的
社
会
的
解
放
の
道
に
合
致
す
る
こ
と
も

出
来
る
。
」

彼
は
、
政
治
と
文
学
の
い
ず
れ
か
一
方
に
与
し
な
い
。
「
『
政
治
と
文
学
』
と

の
関
係
を
、
新
た
な
土
台
の
上
に
組
み
直
し
た
い
と
希
っ
て
い
る
。
」
と
彼
は
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言
う
。
「
人
間
解
放
を
目
指
す
政
治
の
目
的
に
沿
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
文

学
は
よ
り
優
れ
た
価
値
を
持
ち
得
る
。
」
と
い
う
命
題
に
対
し
て
、
「
文
学
の
最

高
の
目
的
に
沿
う
こ
と
が
政
治
を
人
間
化
す
る
道
だ
と
。
」
　
と
言
う
の
で
あ
る
。

政
治
優
先
に
対
し
て
、
文
学
優
先
を
論
じ
っ
つ
、
し
か
し
、
両
者
の
何
ら
か
の

止
揚
を
志
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
な
る
評
論
集
『
リ
ア
リ
ズ
ム
の
探
求
』
（
昭
2
7
・
7
　
未
来
社
、
一
部
改

訂
の
後
、
昭
4
0
・
4
　
未
来
社
）
　
で
、
今
少
し
追
っ
て
み
る
。
彼
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
を
政
治
優
先
の
柾
威
主
義
、
教
条
主
義
と
し
て
た
だ
に
否
定
し
き
れ
な

い
。
さ
り
と
て
、
文
学
優
先
の
論
も
た
だ
に
主
張
し
き
れ
な
い
。
そ
の
地
平
を

次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

「
そ
れ
で
は
真
の
解
決
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
答
え
は
き
わ
め
て
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
社
会
主
義
社
会
を
支
え
、
前
進
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
大
衆
に
し

か
な
い
と
す
れ
ば
、
大
衆
の
民
主
化
を
促
進
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
制
度
自
体

を
民
主
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
文
化
・
芸
術
問
題
に
つ
い
て
云
え
は
、

そ
う
い
う
民
主
化
へ
の
ル
ー
ト
が
開
か
れ
な
い
か
ぎ
り
、
そ
し
て
ま
た
大
衆
や

作
者
の
側
か
ら
す
る
党
へ
の
前
進
的
批
判
が
許
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
何
か
の
理

論
を
つ
ね
に
『
党
の
見
解
と
あ
や
ま
っ
て
結
び
つ
け
る
』
事
大
主
義
、
権
威
主

義
、
教
条
主
義
の
危
険
は
払
拭
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
」
（
「
革
命
と
芸
術
」
）

大
衆
の
「
民
主
化
」
を
優
先
す
る
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
「
制
度
」
　
の
「
民

主
化
」
　
を
は
か
り
、
芸
術
論
を
こ
の
上
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス

主
義
芸
術
論
の
改
変
を
図
る
の
で
あ
る
。
同
じ
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
も
繰
り
返

す
。
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
芸
術
理
論
が
、
今
日
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
課
誹
に
有
効

に
こ
た
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
通
り
の
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
規
範
と

す
る
芸
術
概
念
に
何
ら
か
の
改
変
を
加
え
ね
ほ
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
モ

ダ
ー
ニ
ズ
ム
の
芸
術
を
真
に
克
服
し
て
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
生
き
生
き

と
し
た
発
展
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
は
近
代
芸
術
の
問
題
と
ま
と
も
に

対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
象
主
義
の
絵
に
は
思
想
性
が
な
い
と
か
、
社

会
的
実
体
が
欠
け
て
い
る
と
か
い
う
単
純
な
見
地
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
、

上
部
構
造
と
し
て
の
芸
術
の
特
殊
性
と
、
芸
術
の
複
雑
な
影
響
力
に
関
す
る
理

論
は
一
向
に
発
展
し
な
い
だ
ろ
う
。
」
（
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
芸
術
観
」
）

「
美
の
永
遠
性
と
時
代
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
『
美
学

入
門
』
が
か
な
り
突
っ
こ
ん
で
、
解
明
に
つ
と
め
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
完
全

な
解
決
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ル
ク
ス

主
義
理
論
を
否
定
す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
マ
ル
ク
ス

主
崩
の
理
論
こ
そ
マ
ル
ク
ス
以
来
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
も
積
極
的
・

科
学
的
に
探
求
を
進
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
「
芸
術
の
生
命
」
）

そ
し
て
、
こ
の
後
の
論
に
、
「
こ
の
小
文
」
が
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
論
に

た
い
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
歪
曲
さ
れ
た
攻
撃
に
対
し
、
読
者
が
マ
ル
ク
ス
主

義
理
論
の
発
展
と
現
状
を
正
し
く
知
っ
て
、
無
知
に
も
と
づ
く
非
難
か
ら
自
由

に
な
る
こ
と
に
い
く
ら
か
で
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
幸
で
あ
る
。
」
　
と
も

付
け
加
え
て
い
る
。
そ
こ
に
、
問
題
を
感
じ
っ
つ
も
、
し
か
し
、
あ
く
ま
で
、
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マ
ル
ク
ス
主
義
を
信
じ
、
そ
の
理
論
の
止
揚
、
発
展
を
願
っ
て
動
い
て
い
た
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
新
し
い
文
化
や
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
へ
も
触
手
を
の
は

し
て
い
た
。
ど
う
し
て
も
マ
ル
ク
ス
主
義
に
徹
し
き
れ
ぬ
迷
い
も
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
新
し
い
映
像
論
の
称
揚

で
、
そ
の
理
論
の
解
明
と
紹
介
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。

「
い
わ
ゆ
る
イ
タ
リ
ア
ソ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
空
間

の
表
象
喚
起
力
を
極
度
に
利
用
し
た
映
画
だ
が
、
同
時
に
そ
の
背
後
に
は
、
存

在
そ
の
も
の
を
空
間
的
現
実
と
し
て
掴
む
世
界
像
の
転
換
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ

ア
ソ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
か
つ
て
モ
ソ
タ
ー
ジ
ュ
理
論
の
発
明
し
た
カ
メ
ラ
・

ア
イ
、
即
ち
フ
ィ
ル
ム
に
う
つ
し
と
ら
れ
た
映
像
の
う
ち
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
基

本
要
素
を
認
め
る
あ
の
芸
術
上
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
革
命
を
、
更
に
否
定
し
た
上

に
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ル
ム
上
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
再
び
カ
メ
ラ
を
通

し
て
現
実
に
な
げ
か
え
し
、
い
わ
ば
現
実
の
空
間
そ
の
も
の
の
中
に
即
物
的
に

映
像
と
な
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
、

イ
タ
リ
ア
ソ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
は
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
方
法
を
確
立
す

る
上
に
も
、
ま
た
文
学
上
に
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
を
確
立
す
る
上
に
も
、
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
」
（
「
危
機
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
）

今
日
の
メ
デ
ィ
ア
論
を
考
え
る
と
、
新
し
い
映
像
論
と
し
て
、
こ
れ
は
、
そ

の
先
見
性
を
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
我
の
確
立
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
文
学
論
、

映
像
論
、
そ
れ
ら
は
、
一
見
、
い
か
に
も
ば
ら
ば
ら
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

つ
ね
に
一
つ
の
縫
合
の
地
点
を
探
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
、
佐
々
木
基
一
の

文
学
営
為
や
精
神
生
活
の
営
み
の
一
基
本
形
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

が
、
他
の
六
人
と
こ
と
な
る
、
佐
々
木
の
位
置
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
を
基
底
に
置
き
つ
つ
、
現
実
の
生
活
は
、
前
述
の
よ
う
な
政
治
優
先
か
、

文
学
優
先
か
の
問
で
の
揺
れ
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
が
、
佐
々
木
韮
一
の
生
の

姿
勢
で
あ
り
、
結
果
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
、
幻
影
に
つ
い
て

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
一
つ
の
到
達
点
が
、
冒
頭
に
見
た
、
戦
後
文
学
幻
影
論

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
安
保
改
正
期
の
動
騒
と
そ
の
決
着
の
時
に
現
れ
た
。

「
幻
影
」
だ
っ
た
と
言
う
佐
々
木
の
中
に
、
私
は
、
言
い
し
れ
ぬ
絶
望
と
、
し

か
し
、
そ
れ
ら
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
越
え
ね
ほ
な
ら
ぬ
と
い
う
、
再
生
の

強
い
意
志
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

事
の
推
移
か
ら
先
に
見
る
な
ら
は
、
こ
の
佐
々
木
基
一
の
提
示
し
た
衝
撃
的

な
戦
後
文
学
幻
影
論
に
対
し
て
、
一
番
敏
感
に
反
応
し
た
の
が
、
同
じ
七
人
の

侍
の
一
人
で
、
そ
の
中
で
も
最
も
重
厚
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
本
多
秋
五
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
佐
々
木
基
一
が
「
自
分
の
足
も
と
に
あ
る
源
泉
を
ま
す
ま
す
掘
り

深
め
る
の
で
な
く
、
自
分
の
脚
を
切
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

危
ぶ
む
が
、
し
ば
ら
く
は
「
静
観
」
し
た
い
と
記
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
語

を
添
え
て
い
る
。

「
た
だ
一
つ
退
憾
な
こ
と
は
、
彼
が
戦
後
派
の
な
か
の
『
新
し
い
情
況
に
順
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応
し
て
俗
化
』
し
た
部
分
の
み
を
挙
げ
て
戦
後
派
の
全
体
を
ト
し
、
戦
後
文
学

の
理
想
を
い
ま
な
お
見
失
わ
ぬ
部
分
の
あ
る
こ
と
を
黙
殺
な
い
し
看
過
し
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
戦
後
文
学
の
理
想
の
継
承
者
を
ま
っ
た
く
視
野
の

外
に
お
い
た
こ
と
で
あ
る
。
」
　
（
「
戦
後
文
学
は
幻
影
か
」
昭
3
7
・
9
）

そ
し
て
、
そ
の
「
戦
後
文
学
の
理
想
を
今
日
な
お
持
し
て
誘
ず
ら
ぬ
文
学
者
」

と
し
て
、
本
多
は
埴
谷
娃
高
と
島
尾
敏
雄
と
を
あ
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
戦
後

の
時
代
で
な
く
て
も
「
彼
等
で
あ
る
外
な
か
っ
た
」
　
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、

「
こ
の
二
人
の
仕
事
の
展
開
と
戦
後
社
会
の
状
況
と
の
問
に
、
あ
る
不
可
分
の

関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
立
証
す
る
気
に
な
れ
ば
立
証
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
」

と
論
じ
、
更
に
　
「
戦
後
文
学
の
理
想
の
継
承
者
」
　
と
し
て
、
吉
本
隆
明
と
江
藤

淳
を
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
こ
の
二
人
の
批
評
家
が
、
戦
後
文
学
の
否
定
論
を
、
し
か
も
そ
れ
の
代
表

的
な
論
文
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
な
ん
ら
問
題
に
な
ら
な
い
。

理
想
の
純
粋
な
意
味
で
の
継
承
者
が
、
そ
れ
の
堕
落
し
た
形
態
の
否
定
者
で
あ

る
こ
と
は
、
少
し
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
『
芸
術
的
抵
抗
と
挫
折
』
ま
で

の
吉
本
陸
別
と
、
『
作
家
は
行
動
す
る
』
ま
で
の
江
藤
淳
が
、
戦
後
文
学
の
理

想
の
継
承
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
後
の
二
人
の
仕
事
に
は
私

の
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
書
本
は
四
分
の
三
ま
で
戦
後
文
学
の

理
想
の
継
承
者
で
あ
り
、
江
藤
は
四
分
の
l
ま
で
が
継
承
者
で
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
」

こ
れ
を
書
い
た
の
は
昭
和
三
十
七
年
で
あ
る
が
、
前
の
、
埴
谷
、
島
尾
と
も

あ
わ
せ
、
四
人
の
そ
の
後
の
展
開
を
考
え
る
と
、
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
様
々
に

分
か
れ
る
と
し
て
も
、
こ
の
予
言
は
見
事
に
当
た
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
吉
本
、
江
藤
を
論
じ
て
の
、
「
四
分
の
三
」
、
「
四
分
の
こ
　
の

例
え
は
、
い
か
に
も
象
徴
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
い
ま
一
つ
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
大
江
健
三
郎
の
介
入
で
あ
る
。

彼
は
、
「
ぼ
く
が
小
説
を
発
表
し
は
じ
め
た
と
き
、
い
つ
も
心
に
か
か
っ
て
い

た
の
は
、
こ
れ
は
す
で
に
戦
後
文
学
者
が
の
り
こ
え
た
問
題
で
は
な
い
か
？

と
い
う
不
安
だ
っ
た
。
」
、
つ
ね
に
、
「
戦
後
文
学
者
」
　
と
い
う
「
底
し
れ
ぬ
怪

物
」
　
に
お
び
や
か
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
と
記
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
の
道
の

継
承
者
と
し
て
自
ら
を
提
示
し
て
も
い
る
。

「
そ
こ
で
は
く
ら
の
チ
ー
ム
が
得
点
す
る
か
ど
う
か
は
こ
れ
か
ら
の
試
合
経

過
に
よ
る
の
だ
が
強
い
て
い
え
は
、
ぼ
く
は
明
る
い
兄
と
お
し
を
も
っ
て
い
る
。

い
つ
か
、
ぼ
く
は
自
分
た
ち
が
戦
後
文
学
を
継
承
し
た
と
フ
ァ
ソ
フ
ァ
ー
レ
を

吹
き
な
ら
し
た
い
の
で
あ
る
。
」
（
「
戦
後
文
学
を
ど
う
受
け
と
め
た
か
」
昭
3
8
・

2
）大
江
な
り
の
、
強
い
自
侍
の
言
葉
で
あ
る
。
今
日
、
見
直
し
て
み
る
と
、
大

江
の
言
も
当
た
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
埴
谷
、
島
尾
、
吉
本
、
江
藤
、

大
江
と
考
え
て
く
る
と
、
ま
さ
し
く
、
幻
影
と
し
て
す
べ
て
を
切
り
捨
て
る
必

要
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

事
の
正
否
は
別
と
し
て
、
佐
々
木
の
と
こ
ろ
に
帰
る
な
ら
、
私
は
、
し
か
し
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
佐
々
木
の
姿
勢
を
評
価
し
て
も
み
た
い
。
そ
の
あ
と
、
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佐
々
木
の
意
を
体
し
て
か
、
『
近
代
文
学
』
は
一
つ
の
使
命
を
終
え
た
と
し
て
、

終
刊
を
迎
え
る
。
昭
和
三
十
九
年
八
月
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
動
き
を
受
け

て
か
、
あ
る
い
は
そ
の
反
極
化
か
、
そ
の
あ
と
、
佐
々
木
は
、
昭
和
三
十
七
年

以
来
の
新
日
本
文
学
会
副
議
長
を
四
十
一
年
に
辞
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前

述
の
よ
う
に
、
四
十
二
年
に
は
、
「
杉
並
シ
ネ
ク
ラ
ブ
」
結
成
、
だ
が
、
四
十

三
年
に
は
再
び
、
新
日
本
文
学
会
の
副
議
長
に
就
任
。
し
か
し
、
当
時
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
条
約
加
盟
五
ケ
国
軍
が
チ
ェ
コ
に
侵
入
、
佐
々
木
は
そ
の
即
時
撤
退
を

要
求
す
る
側
に
も
立
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
追
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、

か
な
り
骨
太
に
左
右
に
動
く
佐
々
木
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
最
晩
年
、
佐
々
木
は
、
か
つ
て
、

『
近
代
文
学
』
出
発
の
時
期
に
書
き
か
け
て
、
中
絶
し
て
い
た
、
小
説
「
停
れ

る
時
の
合
間
」
　
の
続
稿
の
執
筆
を
再
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
幻
影
」
と

し
て
切
捨
て
よ
う
と
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
戦
後
文
学
の
原
点
の
と
こ
ろ
に
立
ち

帰
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
て
ソ
の
「
魔
の
山
」
を
思
わ
せ
、

掘
辰
雄
的
な
み
ず
み
ず
し
い
感
性
と
香
り
高
い
ロ
マ
ソ
の
世
界
を
も
感
じ
さ
せ

る
そ
れ
は
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
、
再
開
す
る
。
埴
谷
雄
高
の
「
死
霊
」
執
筆

と
、
内
実
と
も
に
比
肩
さ
れ
る
動
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
五
十
七
年
七

月
、
結
局
は
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
野
間
文
芸
賞
を
受
け
た
『
私
の
チ
ェ
ー

ホ
フ
』
（
平
4
・
1
2
）
　
の
よ
う
な
仕
事
も
そ
れ
に
続
く
。

か
く
て
、
佐
々
木
基
一
の
動
向
は
、
次
の
よ
う
に
集
約
で
き
よ
う
か
。
彼
は
、

若
き
日
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
出
会
っ
た
。
観
念
と
し
て
は
、
終
生
そ
れ
に
賭
け

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
生
涯
、
そ
の
地
平
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
佐
々
木
の
資
質
そ
の
も
の
は
、
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
。
彼
は
塘
辰
雄
的

な
文
学
性
、
芸
術
性
の
良
質
な
も
の
を
そ
の
根
底
に
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
己

れ
の
政
治
へ
の
た
だ
な
る
動
き
を
抑
え
た
よ
う
で
も
あ
る
。
彼
は
、
小
田
切
秀

雄
的
、
中
野
重
治
的
な
、
政
治
優
先
へ
走
り
切
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
文
学
へ

も
政
治
へ
も
は
っ
き
り
自
身
の
位
置
を
措
定
し
き
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
、
絶
対
を
求
め
な
が
ら
、
結
局
は
、
つ
ね
に
相
対
に
あ
っ
た
思

想
体
と
し
て
位
置
づ
け
て
み
た
い
よ
う
に
も
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
絶
対
へ
ゆ

き
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
に
、
政
治
と
文
学
、
更
に
は
、
政
治
家
と
文
学
者
と
の
違
い

が
あ
り
、
そ
の
相
対
の
と
こ
ろ
に
、
佐
々
木
基
一
と
い
う
文
学
総
体
は
、
生
涯

を
通
じ
て
存
在
し
続
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
佐
々
木
韮
一
と
い
う
思
想
体
、
そ
し
て
そ
の
軌
跡
の
一
つ
の
価
値

を
見
出
し
た
い
と
私
は
考
え
る
。
一
つ
の
断
定
を
得
た
と
き
、
そ
れ
は
政
治
と

な
り
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
何
か
を
失
っ
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
の
悲
し
い
断
層

を
佐
々
木
基
一
は
、
早
く
に
政
治
の
世
界
に
見
た
、
さ
り
と
て
、
抒
情
や
耽
美

の
中
に
た
だ
に
堕
す
る
は
耐
え
が
た
い
。
そ
の
中
で
の
己
れ
の
位
置
を
、
時
に

は
意
識
的
に
、
時
に
は
無
意
識
に
、
探
し
続
け
た
の
が
佐
々
木
の
生
涯
で
は
な

か
っ
た
か
。
そ
こ
に
佐
々
木
基
一
と
い
う
文
学
総
体
は
あ
っ
た
、
そ
し
て
、
そ

の
価
値
も
あ
っ
た
、
そ
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
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注
（
1
）
埴
谷
雄
高
は
、
当
時
の
同
人
の
年
齢
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
こ
の
と
き
、
十
月
三
日
現
在
に
於
け
る
私
達
の
年
齢
を
㌫
き
し
る
し
て
み
る
と
、

山
室
三
八
、
平
野
三
七
、
本
多
三
七
、
埴
谷
三
五
、
荒
三
二
、
佐
々
木
三
〇
、
小
田

切
二
九
と
な
っ
て
ゐ
て
、
（
下
略
）
」
（
「
『
近
代
文
学
』
創
刊
ま
で
」
）

（
2
）
　
森
弘
太
氏
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
『
文
学
検
察
』
欄
が
注
視
の
的
に
な
り
、
弾
劾
し
た
文
学
者
は
ー
高
村
光
太
郎
・

火
野
五
平
・
吉
川
英
治
・
亀
井
勝
一
郎
・
山
本
有
三
・
斎
藤
茂
吉
・
島
木
健
作
・
石

川
達
三
・
佐
藤
春
美
・
菊
池
兜
・
船
橋
聖
一
・
中
野
好
夫
・
菅
野
季
曽
・
久
米
正
雄
・

岩
田
豊
雄
・
神
保
光
太
郎
・
横
光
利
一
・
谷
川
徹
三
・
中
河
与
一
・
芳
賀
概
・
杉
山

平
助
・
武
者
小
路
実
篤
・
丹
羽
文
雄
な
ど
四
〇
名
に
の
ぼ
っ
た
。
」
　
（
「
佐
々
木
基
一

年
譜
」
（
『
停
れ
る
時
の
合
間
に
』
平
7
・
4
　
河
出
書
房
新
社
）
）

（
3
）
　
ち
な
み
に
、
『
新
日
本
文
学
』
創
刊
準
備
号
（
昭
2
1
・
1
）
　
に
載
っ
た
「
新
日
本

文
学
会
の
綱
（
草
案
）
」
　
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
一
、
民
主
主
義
的
文
学
の
創
造
と
そ
の
普
及

二
、
人
民
大
衆
の
創
造
的
・
文
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
昂
揚
と
結
集

三
、
反
動
的
文
学
文
化
と
の
闘
争

四
、
進
歩
的
文
学
活
動
の
完
全
な
自
由
の
獲
得

五
、
国
の
内
外
に
お
け
る
進
歩
的
文
学
、
文
化
運
動
と
の
連
絡
協
同

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
五
日
　
」

（
4
）
　
私
は
、
か
つ
て
、
そ
の
メ
モ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
『
政
治
と
文
学
』
論
争
」

（
平
1
・
3
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
）
参
照
。

－
　
ま
き
は
や
し
・
こ
う
じ
、
本
学
文
学
部
教
授
　
－

58




